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   We investigated the effectiveness of the Bladder Assist Device on urinary tract infection 
of patients with indwelling catheters. The patients, except for those with cord bladder and 
vesicoureteral reflux, could urinate intermittently under the BLAD system. Irrigation of the 
bladder using BLAD made urine clear and decreased urinary bacteria. Because of intermittent 
urination in patients who had been using the BLAD system for two weeks, the urine became 
somewhat clear and the number of bacteria decreased. 











































はエチ レンオキサイ ドガス滅菌が施され,1本 ごとに
密封包装され ている,本 品は臨床応用に先立ち,外























今 回臨 床 試 験 に供 したBLADは,ポ リメチ ル メ
タ ク リ レー トお よび ポ リカ ーボ ネイ トか ら成 る 同心 円
1翌…
Fig.2.ArrangemantofBLADsystem


















































































3)尿所見および尿培養1尿試料は カテー テル より無
菌的に採取し,外観を観察し,尿沈渣および尿培養に
供した.混 濁度は混濁,や や混濁,透 明の3段階に分
けて評価した.尿 沈渣は強拡大(400倍)で白血球数













































































































に既に 全身的抗菌剤 の投与 を受 けているのは10例
(29%)であった.









































































































































































細 菌 尿 の 改 善 効果 はFig.7の ご と く,3日 後 で は
有 意 差 は 認 め な か った が,14日後 で は 装着 前i.9×108
(N=8)で あ った のに 比 し,2。9×10?であ り,改 善 効
果 が 認 め られ た(P<0.01).しか し細 菌 尿105以 下 に























竹内 ・ほか:自 動間敏排尿装置 ・留置 カテーテル
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